
4きらりと光る　まち　日野町

　

町
が
支
払
う
お
金
で
一
番
大
き

な
割
合
を
占
め
る
の
は
、
障
が
い

者
や
高
齢
者
の
自
立
支
援
お
よ
び

保
育
所
、
福
祉
事
務
所
の
運
営
な

ど
に
使
わ
れ
る
民
生
費
で
、
約

6
億
７
６
４
９
万
円
（
歳
出
全
体

の
23
・
34
㌫
）
と
、
昨
年
度
に
比

べ
、
4
・
16
㌫
の
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。
1
歳
か
ら
3
歳
ま
で
の
誕

生
日
を
迎
え
る
幼
児
の
保
護
者
に

対
し
て
支
援
金
3
万
円
を
給
付
す

る
『
子
育
て
支
援
事
業
』
は
引
き

続
き
実
施
し
ま
す
。

　

次
は
、
西
部
広
域
行
政
管
理
組

合
負
担
金
や
町
営
バ
ス
運
営
費
、

防
災
や
庁
舎
管
理
な
ど
に
使
わ
れ

る
総
務
費
が
、
約
5
億
６
５
８
万

円
（
歳
出
全
体
の
17
・
48
㌫
）
で
、

引
き
続
き
タ
ク
シ
ー
利
用
者
補
助

事
業
の
ほ
か
、
消
防
用
ホ
ー
ス
な

ど
を
購
入
す
る
自
治
会
や
防
災
組

織
に
補
助
を
行
う
『
消
防
用
施
設

等
整
備
費
補
助
事
業
』
を
実
施
し

ま
す
。

　

ま
た
、
新
規
事
業
と
し
て
、
公

共
施
設
内
で
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
に
よ
る

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
環
境

の
整
備
を
行
い
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
環
境
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
予
防
接
種
や
母
子
保

健
、
ご
み
処
理
や
日
野
町
・
日
南

町
・
江
府
町
衛
生
施
設
組
合
負
担

金
な
ど
に
使
わ
れ
る
衛
生
費
で
、

約
4
億
８
６
８
７
万
円
（
歳
出

全
体
の
16
・
80
％
）、
町
の
借
金

の
返
済
金
で
あ
る
公
債
費
が
、
約

4
億
8
０
８
９
万
円
（
歳
出
全
体

の
16
・
59
㌫
）
と
続
き
ま
す
。

　

ま
た
、
教
育
費
は
約
2
億
２
４

５
7
万
円
（
歳
出
全
体
の
7
・
75

㌫
）
で
、
保
小
中
一
貫
教
育
や
学

校
教
育
、
生
涯
学
習
な
ど
に
使
う

ほ
か
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
保

育
所
や
各
小
中
学
校
に
学
校
図
書

館
司
書
を
配
置
し
、
図
書
館
教
育

を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
外
国
語
指

導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
も
引
き
続
き

配
置
し
、
外
国
語
教
育
の
充
実
に

努
め
ま
す
。
ま
た
、
子
育
て
支
援

お
ひ
さ
ま
ひ
ろ
ば
事
業
で
子
育
て

支
援
を
推
進
し
ま
す
。こ
の
ほ
か
、

引
き
続
き
町
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
補

助
を
行
い
、
実
行
委
員
会
を
中
心

に
、
町
ぐ
る
み
で
公
演
を
盛
り
上

げ
ま
す
。

　　

町
の
予
算
に
は
、
特
定
の
事
業

を
行
う
た
め
、
一
般
会
計
と
は
別

に
経
理
す
る
特
別
会
計
が
あ
り
ま

す
。

　

現
在
、
国
民
健
康
保
険
を
は
じ

め
、
介
護
保
険
、
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
な
ど
、
7
つ
の
特
別
会
計

が
あ
り
、
当
初
予
算
の
総
額
は
約

13
億
７
０
９
万
円
で
す
。

　

特
別
会
計
に
は
収
支
の
バ
ラ
ン

ス
を
取
る
た
め
、
一
般
会
計
か
ら

た
く
さ
ん
の
お
金
を
繰
り
出
し
て

い
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
や
介
護

保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の

給
付
に
か
か
わ
る
繰
出
金
は
年
々

増
額
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
高
い

水
準
で
推
移
す
る
見
込
み
で
あ

り
、
一
般
会
計
を
圧
迫
す
る
大
き

な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
こ
の
繰
出
金
を
少
し

で
も
減
ら
す
た
め
、
公
共
下
水
道

や
農
業
集
落
排
水
へ
の
加
入
促

進
、
介
護
予
防
や
健
康
づ
く
り
に

よ
る
医
療
費
抑
制
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
の
で
、ご
協
力
く
だ
さ
い
。

《 

特
別
会
計 

》

◆国民健康保険　　　　　　【予算額】　3 億 9,680 万円　　 （前年度比較　 0.36 ㌫増）

◆介護保険　　　　　　　　【予算額】　5 億 8,879 万円　　 （前年度比較　 0.30 ㌫減）

◆後期高齢者医療保険　　　【予算額】　      5,648 万 5 千円（前年度比較　 3.37 ㌫増）

◆簡易水道　　　　　　　　【予算額】　1 億   317 万 1 千円（前年度比較　 1.79 ㌫減）

◆公共下水道事業　　　　　【予算額】　1 億   970 万 3 千円（前年度比較　 5.37 ㌫増）

◆農業集落排水事業　　　　【予算額】　      5,164 万 3 千円（前年度比較　30.25 ㌫減）

◆鳥取県西部町村情報公開　【予算額】　          49 万 6 千円（前年度比較　18.82 ㌫減）

　・個人情報保護審査会　

　

【
歳
出
】

施
策
の
充
実
と
新
た
な
発
想

に
よ
る
事
業
の
実
施

【
特
別
会
計
】

繰
出
金
が
一
般
会
計
を
圧
迫

財政推計を基本とし、限られた予算の中で
安心安全で住みやすいまちづくりを行うための予算
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平成 26 年度　各課別の主な事業（一般会計）

町では、今年度もさまざまな事業を計画しています。主なものを紹介します。

【総務課】
■電子自治体推進事業《新規》

　役場庁舎、図書館、隣保館、
黒坂支所にフリースポット（無
線ＬＡＮによるインターネット
サービス）環境構築の整備を行
う。（127 万円）
■耐震性貯水槽設置《継続》

　耐震性貯水槽を 2 基設置す
る。（1,480 万円）

【住民課】
■戸籍システム更新《新規》

　現在使用している戸籍システ
ムのリース満了による更新。
（1,154 万 9千円）

【企画政策課】
■町地域活動支援交付金《継続》

　元気な集落づくり、交流・地
域資源を生かした地域活性化の
ための活動に交付金を交付す
る。（200 万円）
■生活交通確保支援事業《継続》

　タクシー以外に交通機関を利
用することが困難な人を対象
に、タクシー運賃補助を行う。
（300 万円）
■地域おこし協力隊支援事業

《継続》三大都市圏などから日
野町に移住してきた地域おこし
協力隊の活動費の支援および協
力隊の新規募集を行う。
（1,616 万 7千円）

【健康福祉課】
■わが町支え愛活動支援《継続》

　地域の高齢者や障がい者など
要援護者の支え愛マップの作成

や見守り体制の構築など、支え
愛活動を行う自治会に対し、社
会福祉協議会を経由し、補助金
を交付する。（25万円）
■高齢者ふれあい見守り事業

《継続》高齢者が地域で安心し
て生活できるように、専任の職
員を 1 人配置し、自宅を訪問
して相談・聞き取りを行う。
（228 万 7千円）
■子育て支援事業《継続》

　子育て世代の経済的負担軽減
や子育て世代の定住促進などを
図るため、町内に住所を有する
1歳から 3歳までの誕生日を迎
える幼児の保護者に対し、支援
金 3万円を給付する。（120 万
円）

【産業振興課】
■日野郡鳥獣被害対策事業

《新規》日野郡 3町連携による
日野郡鳥獣被害対策協議会を設
立し、広域的かつ効果的な被害
防止を推進するほか、激減して
いる狩猟者の育成確保を図る。
（222 万 6千円）
■チャレンジプラン支援事業

《継続》がんばる農家プランを
作成した農業経営者に対し、農
業用施設・機械導入費を補助す
る。また、ＪＡ鳥取西部二大野
菜の産地力増強プラン事業に対
し、補助する。（942 万 3千円）
■集落営農組織支援事業《新規》

　集落営農組織が導入する農業
用機械に対し、補助する。
（130 万 1千円）
■橋りょう修繕《継続》

　町内の橋りょうの長寿命化修
繕計画に基づき、福長橋の修繕
を行う。（1906 万 2千円）

【教育委員会】
■保育所支援員設置《新規》

　ひのっこ保育所に支援員を配
置し、保小中一貫教育をさらに
推進するために、小学校へのな
めらかな入学に向け、年長児へ
細やかな支援を行う。
（182 万 7千円）
■学校図書館司書配置《継続》

　保小中一貫教育推進のため、
学校図書館司書を 2人配置し、
幼児期からの読み聞かせ、学校
図書館の充実、教員への参考図
書などの支援を行い、図書教育
の充実を図る。（469万 3千円）
■外国語指導助手（ＡＬＴ）配

置《継続》ＡＬＴを引き続き配
置し、英語力の向上、実践的コ
ミュニケーション能力の育成を
図り、外国語教育の充実を行う。
（528 万 1千円）
■放課後子ども教室《継続》

　放課後、小学校の多目的教室
を利用し、子どもたちの安全で
安心な居場所を整備する。なお、
夏季休業中も行う。（609 万 5
千円）
■学校支援地域本部事業《継続》

　学校・家庭・地域が一体となっ
て地域ぐるみで子どもを育てる
ため、地域住民が学校の求めに
応じ、必要な支援を行う体制を
整備する。（123 万 3千円）


